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　現在、首都大学東京では教学改革を進めていらっしゃ
ると伺っていますので、本日は「学生の成長とこれか
らの教学改革のあり方」というタイトルで、データを基
に、参考になるような情報をお伝えしたいと思います。

1．「大学教育の質的転換」は、現在どこまで進んでいるか

　最初に、他大学の現状をオーバーオールで見ていた
だきたいと思います。私どもが 2013 年２～３月に日
本高等教育開発協会と共同で行った、学科長へのアン
ケート調査をベースにお話をさせていただきます。こ
の調査では、日本国内にある学科のうち、およそ半分
にあたる約 2,400 学科から回答が寄せられました。
　まず、主体的な学習を促す教育のカリキュラムへの
取り組み状況について、全体、設置者（国・公・私立）
別、入試難易度別、学部系統別に、回答をお示ししま
した（#1）。一番左が全学共通教育の中でのみ組織的
に取り入れている、その隣が学科の教育の中でのみ組
織的に取り入れている、そして一番多い緑の部分が、
全学・学科ともに組織的に取り入れているという回答
です。組織として取り組んでいない、あるいは全くやっ
ていないという回答は２割程度しかなく、なにがしか
組織的にアクティブラーニングを行っているという大
学が全体の約８割に上ります。
　次に、全学の共通教育の中で行っていること、学科
の専門教育の中で行っていることをマルチアンサーで
お答えいただきました。一つの学科の中で、アクティ
ブラーニングといわれるものについて、どんなことを
何個ぐらい行っているかを調査しましたが、一番多い
のは、プレゼンテーションを授業に取り入れていると

いうものです。そのほか、学科の専門教育の中で、ディ
スカッションやディベート、それからグループでの調
査学習を取り入れているところが多いです。ちなみに、
平均は、全学の共通教育では２項目ぐらい、学科の専
門教育では４項目ぐらいです。
　次に、学部系統別に、どの時期に主体的な学習を促
す教育を行っているかという調査の結果をご覧くださ
い (#2)。基本的には３年以降の専門教育、ゼミの中で
行っているという回答が一番多いです。その次に多い
のが初年次教育で、６割ぐらいが主体的な学習を促す
教育を行っていると回答されています。このあたりが
今後考えていく一つのヒントになろうかと思いますの
で、頭の隅に残しておいていただければと思います。
　次に、カリキュラムを運用する上での課題です（#3）。
まず、先生方の印象として、学生に主体的な学びの姿
勢や意欲が身に付いていないということがあり、これ
が６割近くです。それから、カリキュラムにおいて教
員に過度な負担がかかっているということがあります。
ここには職員の方もいらっしゃるかと思いますが、こ
れは教員だけではなく、大学全体の問題として取り組
む必要があるということを示唆しているデータだと読
み取ることも可能です。また、主体的な学習を引き出
すような教育ができる教師があまり評価されていない、
ないしは、積極的に評価する仕組みが大学の中にまだ
存在しないことが課題であるということも、このデー
タから分かります。
　このように、大学の先生方は、頑張って大学生を主
体的な学びができるような人たちにしていこうと努力
されているわけですが、2008 年と 2012 年に行った
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大学生への質問に対する回答の変化を見ると（#4）、「単
位を取るのが難しくても自分の興味のある授業が良い」
が５ポイントぐらい減ってしまっており、「自分が調べ
て発表する演習形式の授業が多い方が良い」と考える
学生は、以前も現在も２割弱しかいません。大学生が
本当の意味で主体的になっているかというと、あまり
そうではないという、やや残念なデータが出ています。
　今までのところを簡単にまとめると、質的転換答申
もあって、文科省が大学の中身、授業のやり方や質を
変えようという動きを取り入れている中で、大学では
その動きが非常に進みつつあります。
　しかしながら、まだ始まったばかりのところでカリ
キュラム運営上の課題を抱えていて、どうすれば効果
が出るのかよく分からないという状態に、多くの大学
がいるのではないかと思われます。一方、学生の意識も、
学士力が設定された 2008 年と比較しても、むしろ学
びに対する受動性が高まっていて、「教えてもらいた
い」、「学びというのは教えてくれることだ」という意
識がまだ抜けていません。
　恐らく今後、大学に必要なのは、学生が主体的な学
びに転換できているかどうかを可視化・測定しながら
教学改革を進め、改善の PDCA を回していくことでは
ないか。これがここまでの結論です。

2．大学生の成長実感を教学改革に生かす

　では、大学生の成長実感はどういうことから得られ
るのでしょうか。私どもの大学生基礎力調査というア
セスメントがあります。入学当時、２年生、３年生と、
３年間にわたって同じ人を追いかけたパネルデータで、
そこからどのようなことをすれば満足度が高まってい
くのか、学びに積極的になるのかといったことを集計
しましたので、ご覧いただきたいと思います。一番多
いところで１年次には約９万人のデータが集まってい
ますが、３年間続けてのパネルデータとなるとそこまで
はいかず、全体で 5,000 人ぐらいのデータになります。
　まず、授業は汎用的能力を育成するのに役立ってい
るか（#5）。これはアセスメントとしては、２年生の
頭と３年の頭に取ったデータです。つまり、１年に受
けた授業、２年に受けた授業の印象です。汎用的能力
がずらっと並んでおり、これらの能力を身に付けるの
に授業は役立ったと思いますかという質問をしていま
す。ご覧いただくと、１年次では役立っていると思っ
ていたのだけれど、２年になると少し減っているとい
う傾向になっています。このような形で、半数強が役

立ったような気がしていると回答しています。
　この中から、この能力を身に付けるのに授業が役立っ
たと思うと回答している項目を、二つ取り出しました。
一つは問題解決能力、もう一つはチームワーク能力で
す。問題解決能力は認知的なスキルです。加えて、今
はソフトスキルも非常に重要視されているので、チー
ムワーク、いわゆる対人関係能力も取り出して、この
二つを代表的な能力として、その回答パターンを「両
方ともとても役立つ」を A、「両方とも、まあ役立つ」
を B、「片方は役立つけれども片方は役立たない」を C

と D、「両方とも役立たない」を E として、それぞれの
回答パターンの人たちの授業やカリキュラムに対する
満足度を見てみました（#6、7）。問題解決能力、チー
ムワークともに授業が役立ったという印象を持ってい
る人たちの授業満足度は、「とても満足」が４分の１に
上ります。両方とも「まあ役立つ」程度だと１割にい
きません。面白いのは、「チームワークのみ役立った」
と答えた人たちも比較的満足度が高いことで、思考力
を身に付けさせることはもちろん大事なのですが、も
う一つ、方向性として対人関係能力にも少し力を入れ
ることをお考えいただきたいと思います。
　１年次で問題解決能力やチームワークを育成する、
それが身に付くのに授業が役立ったと実感させること
がいかに大事かを示すのが、こちらのグラフです（#8）。
１年のときに「両方とも役立つ」と思っていた人は、２
年の授業も「両方とも役に立つ」と思っている割合が
高いです。しかし逆に１年で授業に幻滅してしまった
学生は、２年でも授業は役立たないと思っている比率
が高く、４割ほどあります。ですから、１年次に、大学
の授業で汎用的能力が身に付くと実感する体験をさせ
ることは、やはりとても大事だと分かります。
　今度はパネルデータで、１年次の印象が３年次にまで
影響するのかということも見ていただきたいと思いま
す（#9）。３年生になったときのオーバーオールの大学
生活の授業の満足度は、「とても満足」の部分だけは少し
高いような感じなのですが、自分の学部・学科を後輩に
勧めたいですかという質問に対しては、かなりの割合
で、１年次に満足している人の大学への満足度は高く、
後輩に勧めたいと思えるようになるというデータです。
　では、人間関係等はどうでしょうか（#10）。こちら
の方は「問題解決能力、チームワークともに役立つ」
と「チームワークのみ役立つ」がほぼ同じぐらい、友
人との人間関係に満足しています。それから、卒業後
進路の不安という部分で、「不安なし」あるいは「希望
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進路に進めるか不安」という前向きな不安を持ってい
る人たちと、「進路が見つかるかどうか不安」「何を考
えればよいか不安」といったネガティブな不安を持っ
ている人たちとを比較しても、１年のときの両方の満
足度が、３年次になっての卒業後進路の不安に、かな
り大きく影響していることが見て取れます。
　さらに、積極的にいろいろなことに参加する姿勢が
身に付いたと思うかどうか（#11、12）。これには非常
に強い相関関係があります。もしかしたら初年次から
学びに積極的だった学生が、このように言っているの
かもしれませんが、ここでの質問は、「授業がそれに役
に立ったと思いますか」というものです。そもそも問
題解決能力やチームワークを身に付けるのに役に立つ
授業が全くなされていなければ、「そう思う」とは答え
ようがないわけです。その意味からすると、相関関係
とはいえ、因果関係に近いような結果だと受け止めて
いただいても構いません。
　自分で考えることの面白さを知ったかどうかについ
ては、それほど差がありません。これは３年次の質問
なので、ゼミが始まっています。ゼミをある程度やっ
ているので、自分で考えることの面白さは全体的にあ
まり変わらないのかもしれないと解釈できるかもしれ
ません。それから、対人関係能力として、人前に出る
のが苦にならなくなったということに関しては、圧倒
的な差があります。また、自分が将来やりたいことを
考えるようになったということです。先ほど鈴木先生
からも、アクティブラーニング、主体的な学びをさせ
るのは広い意味でのキャリア教育なのだというお話が
ありましたが、これはそのような考えに非常に合致す
るデータではないかと思います。
　今までの話、および私どものいろいろな活動の中か
ら、学生の主体性、主体的な学びを引き出すポイント
とは何だろうかということを考えたところ、五つに行
き着いたので、まとめてみました（#13）。
　一つは、信頼して責任を持たせるということです。
これは先ほどの鈴木先生のお話にも関係しますが、例
えば ICU では学生に自分で学びたいことを２年間かけ
て最終的に選ばせるということを実践されています。
これはデシというアメリカの心理学者が言う内発的動
機付け理論の、自分の行動の起点は自分にあるのだと
いうことに非常に合致した話ではないかと思います。
自分がやれそうだなと思う自己肯定感、および、頑張っ
たら何とかできそうだなと思えることを自主的・主体
的に自分で決定してやろうと決めたという感覚、それ

があるかどうかが、内発的動機を引き出す非常に重要
なポイントです。そのためには、教えるばかりではな
くて、選ばせる、あるいは自分で何かをさせるという
ような、信頼して任せて自己責任を持たせるという部
分が欠かせません。
　それから、先ほどチームワークという話をしました
が、やはり協働性のようなもの、他者との関係性を教
育に盛り込んでいくことが非常に重要なポイントだろ
うと思っています。そして、後ほど重要性を説明しま
すが省察（内省）、徹底的に振り返ることをさせます。
それから、社会との関連性（Relevancy）を持たせる。
この五つが、能動的、主体的な学びには欠かせないポ
イントだと思っています。

3．大学で「社会の求める力」は育成できる

　次に、主体的な学修、研究力を養成することで「社
会の求める力」は育成できるのだということをご説明
したいと思います。
　まず、古いデータではありますが、産業界が求める
のは、「主体的に課題を発見し、解決する力」を持った
人材です（#14）。要素としては、まず①幅広い教養を
有し、課題発見能力や課題解決能力の高い人材。それ
から、②コミュニケーション能力の高い人材。コミュ
ニケーション能力というのは、人前でペラペラしゃべ
る力という話ではなくて、特に産業界が必要としてい
るのは、お客さんと対話をして、その中でお客さんの
課題を発見し、本質的な課題に対して解決策を提示・
提案できる力です。そして、③学習能力の高い人材。
私ども企業の人間は、社会がものすごいスピードで変
化し、動いているということを常々実感しています。
その中では、日々自ら学習していくことが欠かせませ
ん。ということは、学習能力を持った人材が必要だと
いうことです。
　少し下世話な話かもしれませんが、内定が取れてい
る学生と取れていない学生の違いを見てみたいと思い
ます（#15、16）。これは 2010 年に私どもが行った、
大学４年生 3,000 人強の調査データです。４年生の 12
月に内定が取れている学生と、残念ながら取れていな
い学生に、いわゆる学士力的な汎用的能力などについ
て自己評価をさせました。そして、そのうち、積極的
に「身に付いている」と言っている項目について差を
見たところ、20％以上差が付いている項目が、全部で
29 項目中９項目ありました。これらを全部まとめると、
内定が取れる学生は、相手の話を丁寧に聞くことがで
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きる、自分の意見を持ってそれを明確に相手に伝えら
れる、課題が本当は何なのかを見極めることができる、
解決に向けてきちんと目標を立てて計画して実践でき
る、高い倫理観を持ってチームの中で主体的に自らの
役割を考え、自らを律して行動し、チームで成果を出
すことができる。本当にこんな学生がいたら、わが社
でも即採用されます。
　では、最近、企業ではどのような採用がなされている
のでしょうか。リーマンショック以降、いわゆる厳選採
用ということで非常に厳しい採用がなされるようにな
りました。面接でどんな会話がなされているかという
と、学生がある質問に答えると、人事の人から「それは
なぜ？」「どうしてそういうふうにしたの？」「あなた
はそのとき、どう考えて、どういうふうに行動したの？」

「どういうふうに行動して、周りをどんなふうに巻き込
んだの？」と、矢継ぎ早に聞かれるのです。そうすると、
付け焼刃では準備ができません。本当に自分が経験し
たことでないと説明がつかないということになります。
　なぜ企業がそういうことを聞くのかというと、体験
を抽象化し、持論化して、自分の言葉で話せるかどうか
を見たいからです。これを少し説明すると、コルブ

（Kolb）という人が、経験から人はどのように学ぶのかと
いうことを理論化して順番付けています。具体的な体
験をして、それを振り返り、内省、省察します。そこから
抽象概念化して持論化します。そして仮説を形成して、
具体的な体験の中で自分の仮説をさらに確かめる行動
を取る。これをぐるぐる回すことで人は経験し、成長し
ていくというのがコルブの経験学習モデルです。
　これは、実は企業が行っていることとまるっきり同
じです。お客さんを観察し、そのお客さん、社会など
の課題を発見して、それを解決できるのはこういうも
のではないかという仮説を立てて商品・サービスを企
画・開発し、それを市場に投入してみる。仮説が合っ
ていたらものは売れますが、間違っていたら売れない
ということで、このサイクルをぐるぐる回しているわ
けです。企業は、実はこういう体験をしたことがある
人間を採用したいと思っています。
　そして実は、大学で研究なさっている先生方は、そ
ういうことをしているのではないかと思います。具体
的にさまざまなデータや先行研究のようなものを研究
し、学習し、調査し、新たな課題を発見し、それを解
決するための仮説を形成し、実験や調査などを行って
仮説を実証する。これは端的に言ってしまえば研究力
です。つまり、汎用的能力は、別の文脈で育成するの

ではなく、大学教育の中で身に付けさせることができ
るわけです。ただ、知識だけ、座学で勉強をたくさんさ
せるだけでは、これは身に付きません。ですので、実
践させるということが非常に重要なポイントです。
　それでは、４年間のカリキュラムでそういった気づ
きをどう設計するか（#17）。今までの一般的な大学教
育 を T-E-A モ デ ル と 呼 び ま す。T は theory、E は
experience 、A は awareness です。ある theory をとに
かく詰め込みましょう、そして４年生くらいになった
ら卒論や卒研で経験させ、気づかせましょうというも
のです。実はこの中では、学生は社会でどんな力が必
要かといったことは、就活で気づくのです。今はこの
ような構造になっています。しかし恐らくこれからは、
早い時期に探求的な学びや、社会が一体何を要求して
いるのかということを経験して気づくように設計する
ことによって、専門知識を身に付けないと社会の要求
に対応できない、あるいは、肉体労働をするのではなく、
知的に自分を社会に生かしていくのだったら、やはり
専門的な知識、高度なレベルの能力が要求されること
に対応できるような人間にならなければいけないとい
うことに気づき、そして専門に力を入れていく。要す
るに、T-E-A から E-A-T へという、カリキュラムの配
置の大きな見直しが必要になります。例えば、もう基
本的なカリキュラムが決まってしまっている薬学など
ではなかなかこれを設計するのは難しいと思われます
が、それでも一部自由度がある科目の中に、いかに早
いうちに「気づき」のようなことを入れていくのかが、
とても重要だと思います。

4．これからの大学に求められる姿

　これからの大学教育は、正課教育と正課外教育、そ
れから厚生補導といわれる正課外活動を全部統合し、
特に教育の中で二律背反的にではなく専門教育の中に
探求的な学習、アクティブラーニングがあり、それを
通じて基礎的・汎用的能力が育成されるようなもので
なければいけません。そして、その前提として、初年
次教育で学びの転換の必要性に気づき、社会が要求し
ているものは何なのかということを、ちゃんと学生に
理解させてあげなければなりません。そうすることに
よって、逆に専門教育に対する真剣な学びの姿勢が生
まれ、それらを通して最終的には就業力、つまり予測
困難な社会において主体的に課題を発見し、解決する
ことで、社会に貢献できる力が身に付く。これが、こ
れからの大学の教育の姿であろうと思います。
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3.6%

1.2%
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15.2%
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3.8%

4.0%
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1.0%

2.1%

3.0%

2.1%
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2.7%
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2.2%

2.7%

1.7%

2.4%

1.6%
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2.2%

1.2%

1.8%

2.7%

1.0%

1.7%

1.9%

1.5%

0.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

無回答 (n=8)

その他 (n=287)

医歯薬・保健 (n=376)

農水産 (n=122)

理工 (n=623)

教育 (n=137)

社会科学 (n=490)

人文科学 (n=333)

60以上 (n=338)

50～59  (n=983)

49以下 (n=1055)

私立 (n=1675)

公立 (n=198)

国立 (n=503)

  (n=2376)

学
部

系
統

別

入
試

難
易

度
別

（
偏

差
値
）

設
置

者
別

全
体

全学の共通（教養）教
育の中でのみ、組織
的に取り入れている

学科の教育の中での
み、組織的に取り入
れている

全学、学科ともに組織
的に取り入れている

組織としては取り組ん
でいないが、一部の
教員が自主的に取り
入れている

取り入れていない 無回答

主体的な学習を促す教育のカリキュラムへの取り込み現状主体的な学習を促す教育のカリキュラムへの取り込み現状

（1-1） 貴学科では現在、組織的に「主体的な学習」を促す教育方法をカリキュラムに取り入れていますか。

出典：日本高等教育開発協会・ベネッセ教育研究開発センター共同調査
「大学生の主体的な学習を促すカリキュラムに関する調査（2013）」
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1.4%
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5.6%
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0.8%

2.4%

4.4%

7.7%

5.5%

0.5%

1.0%

1.0%

2.5%
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29.5%

47.2%

28.1%

15.5%

17.6%

47.6%

20.8%

14.9%

11.2%

23.1%

33.4%

48.1%

41.0%

12.3%

10.3%

7.0%

24.1%

36.2%

46.7%

24.7%

49.7%

56.6%

64.3%

29.7%

42.6%

45.4%

52.7%

52.3%

46.9%

36.3%

42.8%

58.1%

56.1%

47.1%

56.1%

46.2%

12.7%

7.4%

16.1%

24.4%

13.8%

4.9%

27.9%

33.7%

32.2%

19.4%

12.4%

5.0%

7.5%

26.1%

29.9%

42.3%

14.3%

8.0%

3.0%

2.9%

2.7%

2.6%

2.9%

2.7%

3.1%

2.8%

3.1%

2.8%

2.9%

2.9%

3.2%

2.9%

2.7%

2.6%

2.9%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑱「主体的な学習」を促すための予算がない／機器・設備の購入や維持管理費用がか…

⑰「主体的な学習」を促す授業が実践できる教員を評価するための業績評価システム…

⑯「主体的な学習」を促す授業が実践できる教員がいない、少ない

⑮「主体的な学習」を促すカリキュラムや授業の方法がわからない

⑭カリキュラム履修のために学生に過度な負担がかかっている

⑬カリキュラム実施において教員に過度な負担がかかっている

⑫教員配置を見直したいが、学部・学科内の反発が大きい

⑪カリキュラムの見直すための体制を構築できない／予算がない

⑩カリキュラムの見直しをしたいが、評価する方法や基準がわからない

⑨社会（企業等）の要請を意識したスキル・能力の育成ばかりに集中し、学問の基礎的…

⑧学生の学習成果を客観的・総合的に評価できない、評価する基準がない

⑦学生に主体的な学びの姿勢や意欲が身についていない

⑥（モデル的な）カリキュラムを履修しても、期待した学習成果に到達していない学生が…

⑤カリキュラムが社会や企業等の要請に合っていない

④学部・学科のディプロマポリシーに沿った教育目標達成のためのカリキュラムになっ…

③カリキュラムに対する学部・学科内の反発が大きい

②授業を担当する教員がカリキュラムの趣旨や方針を授業に反映できていない、反映…

①カリキュラムの趣旨や方針を踏まえ、各科目の到達目標を作成し、授業を設計する…

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない 無回答

現在のカリキュラムを運用する上での課題現在のカリキュラムを運用する上での課題

出典：日本高等教育開発協会・ベネッセ教育研究開発センター共同調査
「大学生の主体的な学習を促すカリキュラムに関する調査（2013）」
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2_
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的
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1_
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ー

シ
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・

ス
キ
ル

とても役に立っている まあ役に立っている あまり役に立っていない 全く役に立っていない

授業は汎用的能力を育成するのに役立っているか？１年→2年の推移授業は汎用的能力を育成するのに役立っているか？１年→2年の推移

［大学生基礎力調査II・キャリア アプローチ］
「自分の受けている（いた）授業で、以下のスキルを身につけるのにどの程度役立ったと感じますか」

1_コミュニケーショ
ン・スキル

2_数量的スキル

3_情報リテラシー

4_論理的思考力

5_問題解決力

6_自己管理力

7_チームワーク・
リーダーシップ

8_倫理観

9_市民としての社
会的責任

10_生涯学習力

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成
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入学前教育 初年次教育

入学後の補習教

育・リメディアル教

育

共通（教養）教

育
専門教育（ゼミ・卒

論指導等以外）

専門教育（ゼミ・卒

論指導等）

人文科学 (n=320) 11.9% 67.8% 5.9% 20.0% 55.6% 86.9%

社会科学 (n=479) 12.7% 63.0% 6.9% 24.2% 47.2% 83.5%

教育 (n=130) 12.3% 65.4% 10.0% 32.3% 71.5% 80.0%

理工 (n=599) 10.7% 58.1% 12.9% 20.0% 62.3% 86.3%

農水産 (n=117) 9.4% 55.6% 12.8% 23.1% 39.3% 85.5%

医歯薬・保健 (n=352) 16.2% 57.7% 12.2% 24.4% 60.5% 66.2%

その他 (n=271) 18.5% 57.9% 9.6% 24.7% 62.7% 79.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

どの時期に、「主体的な学習を促す教育」を行っているか（学部系統別）どの時期に、「主体的な学習を促す教育」を行っているか（学部系統別）

出典：日本高等教育開発協会・ベネッセ教育研究開発センター共同調査
「大学生の主体的な学習を促すカリキュラムに関する調査（2013）」
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（ダイジェスト版）』2013

大学の意図に反して受動性の高まる大学生大学の意図に反して受動性の高まる大学生
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初年次の授業で「問題解決」「チームワーク」共に役立ったのは13％初年次の授業で「問題解決」「チームワーク」共に役立ったのは13％

［大学生基礎力調査II］
代表的汎用的能力である、問題解決力×チームワーク・リーダーシップのクロス集計結果

A B C D E

問題解決 とても +まあ＊ まあ とても ＋まあ あまり＋全く あまり＋全く

チームワーク とても +まあ まあ あまり＋全く とても ＋まあ あまり＋全く

件数 459 1055 763 474 741

割合 13.14% 30.21% 21.85% 13.57% 21.22%

A , 13.14%

B, 30.21%

C, 21.85%

D, 13.57%

E, 21.22%

＊Aからは「まあ＋まあ」を除き、Bとしている

A 両方役立ち、最低一
方はとても役立っている

B 両方とも、まあ役立っ
ている

C 問題解決能力の育成にはとても＋ま

あ役立っているが、チームワークスキル
には役立っていない

D チームワークスキルの育成にはとても

＋まあ役立っているが、問題解決能力に
は役立っていない

E どちらの育成にも
役立っていない

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成
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FD・SDセミナー
「学生の成長とこれからの教学改革のあり方」
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授業で「問題解決」・「チームワーク」が学べることと授業満足度授業で「問題解決」・「チームワーク」が学べることと授業満足度

3.2%

4.7%

7.3%

7.3%

20.8%

35.1%

41.4%

55.8%

60.6%

50.7%

49.4%

47.0%

31.7%

28.3%

23.2%

12.4%

6.9%

5.1%

3.8%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=857)

チームワークのみ役立つ (n=466)

問題解決のみ役立つ (n=681)

両方まあ役立つ (n=981)

問題＋チームとも役立つ (n=341)

授業やカリキュラムに関する満足度（2年次の汎用的能力）

とても満足 まあ満足 あまり満足していない まったく満足していない

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成

4.6%

9.7%

6.1%

6.8%

24.4%

49.5%

65.3%

58.7%

61.5%

52.9%

37.7%

22.4%

31.8%

28.0%

19.0%

8.2%

2.6%

3.4%

3.7%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=857)

チームワークのみ役立つ (n=472)

問題解決のみ役立つ (n=762)

両方まあ役立つ (n=741)

問題＋チームとも役立つ (n=459)

授業やカリキュラムに関する満足度（1年次の汎用的能力）

とても満足 まあ満足 あまり満足していない まったく満足していない
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初年次の「主体的学びへの転換」は3年次満足度に影響するか（1年→3年）初年次の「主体的学びへの転換」は3年次満足度に影響するか（1年→3年）

4.7%

7.4%

7.5%

6.3%

13.1%

46.6%

50.7%

51.5%

51.6%

43.9%

40.8%

36.4%

34.6%

35.9%

34.1%

7.9%

5.5%

6.4%

6.2%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=686)

チームワークのみ役立つ (n=434)

問題解決のみ役立つ (n=717)

両方まあ役立つ (n=1095)

問題＋チームとも役立つ (n=428)

3年次の学部の授業やカリキュラムの満足度（初年次の汎用的能力役立ち度別 ）

とても満足 まあ満足 あまり満足していない まったく満足していない

6.7%

9.0%

9.6%

10.9%

22.1%

50.4%

57.7%

58.2%

62.0%

53.7%

33.1%

28.3%

26.0%

23.0%

17.9%

9.7%

5.1%

6.2%

4.2%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=688)

チームワークのみ役立つ (n=435)

問題解決のみ役立つ (n=722)

両方まあ役立つ (n=1102)

問題＋チームとも役立つ (n=430)

自分の学部・学科を後輩への勧めたいか（初年次の汎用的能力役立ち度別 ）

とても勧めたい まあ勧めたい あまり勧めたくない まったく勧めたくない

初年次の取り組みは3年
の授業満足度には強い相
関はないが、大学・学部

満足度は高まる

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成
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7.0%

8.9%

9.8%

8.3%

24.5%

40.8%

46.2%

48.6%

55.6%

40.4%

44.1%

38.7%

37.0%

32.4%

26.2%

8.1%

6.1%

4.6%

3.7%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=683)

チームワークのみ役立つ (n=426)

問題解決のみ役立つ (n=714)

両方まあ役立つ (n=1089)

問題＋チームとも役立つ (n=428)

積極的に参加する姿勢が身についた（3年次の成長実感）

強く実感する やや実感する あまり実感しない 全く実感しない

35.8%

39.2%

37.6%

35.8%

44.4%

36.3%

38.5%

38.3%

41.2%

30.1%

18.7%

14.2%

14.5%

14.9%

12.4%

9.1%

8.2%

9.5%

8.1%

13.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=689)

チームワークのみ役立つ (n=429)

問題解決のみ役立つ (n=715)

両方まあ役立つ (n=1088)

問題＋チームとも役立つ (n=428)

自分で考えることの面白さを知った（3年次の成長実感）

強く実感する やや実感する あまり実感しない 全く実感しない

初年次の「主体的学びへの転換」は3年次の「成長実感」に影響するか①初年次の「主体的学びへの転換」は3年次の「成長実感」に影響するか①

① 学びの主体性

初年次での学びの転換
は、主体性の1要素である
積極性には影響するが、ま
だ学びの部分に強い影響

を及ぼしていない

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成
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初年次に、問題解決能力やチームワークを育成することの重要性初年次に、問題解決能力やチームワークを育成することの重要性

1年次に、「汎用的能力の育成に役立つ」授業を経験している学生は、2年次にもそのように役立つ授業を経
験している比率が高い。（そのような学び方を好むようになる「学生要因」と、大学がそのような教育を1年でも
2年でも用意しているという2方面の要因が考えられる）

初年次での授業の「問題解決能力」「チームワーク・リーダーシップ」役立ち度別の2年次の同じ項目の割合

4.4%

8.6%

7.0%

9.9%

27.5%

21.1%

31.3%

25.4%

37.8%

27.8%

19.9%

18.7%

29.6%

17.7%

14.8%

15.0%

22.0%

15.0%

11.0%

10.6%

39.6%

19.4%

23.0%

23.6%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない

チームワークのみ役立つ

問題解決のみ役立つ

両方まあ役立つ

問題＋チームとも役立つ

1年
次

問題＋チームとも役立つ 両方まあ役立つ 問題解決のみ役立つ チームワークのみ役立つ どちらも役立たない

［大学生基礎力調査II］→ ［キャリア アプローチ］

2年次の「授業の汎用的能力養成への役立ち感」の割合

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成
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6.7%

4.8%

6.5%

6.6%

12.7%

39.3%

45.2%

48.1%

53.1%

53.2%

33.8%

35.4%

30.4%

27.8%

25.5%

17.0%

12.8%

13.6%

10.7%

7.4%

3.2%

1.8%

1.4%

1.9%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=698)

チームワークのみ役立つ (n=438)

問題解決のみ役立つ (n=726)

両方まあ役立つ (n=1106)

問題＋チームとも役立つ (n=432)

卒業後進路の不安（3年次）

不安なし 希望進路に勧めるか不安 進路が見つかるかどうか不安 進路の何を考えればよいか不安 何も考えていない

初年次の「主体的学びへの転換」は人間関係等に影響するか（1年→3年）初年次の「主体的学びへの転換」は人間関係等に影響するか（1年→3年）

20.2%

34.2%

22.6%

28.7%

38.5%

45.8%

37.9%

43.9%

40.7%

30.5%

22.7%

17.3%

22.9%

19.7%

16.6%

11.3%

10.6%

10.6%

11.0%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=688)

チームワークのみ役立つ (n=433)

問題解決のみ役立つ (n=720)

両方まあ役立つ (n=1099)

問題＋チームとも役立つ (n=429)

友人との人間関係（3年次の満足度）

とても満足 まあ満足 あまり満足していない まったく満足していない
チームワーク・リーダーシッ
プでの意識の転換は、その
後の対人関係満足に強く

影響する

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成

♯ 12

(C) Benesse Corporation 201412

17.4%

21.5%

23.2%

22.5%

43.5%

44.4%

52.9%

49.8%

51.2%

31.1%

31.0%

19.4%

21.2%

19.9%

14.5%

7.2%

6.1%

5.8%

6.4%

11.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=683)

チームワークのみ役立つ (n=427)

問題解決のみ役立つ (n=711)

両方まあ役立つ (n=1085)

問題＋チームとも役立つ (n=428)

人前に出るのが苦にならなくなった（3年次の成長実感）

強く実感する やや実感する あまり実感しない 全く実感しない

7.6%

11.2%

10.8%

11.5%

33.0%

40.9%

48.4%

45.9%

51.4%

40.5%

42.0%

35.5%

37.9%

31.9%

17.6%

9.5%

4.9%

5.5%

5.2%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらも役立たない (n=684)

チームワークのみ役立つ (n=428)

問題解決のみ役立つ (n=715)

両方まあ役立つ (n=1088)

問題＋チームとも役立つ (n=427)

自分が将来やりたいことを考えるようになった（3年次の成長実感）

強く実感する やや実感する あまり実感しない 全く実感しない

② 対人関係能力など

初年次の「主体的学びへの転換」は3年次の「成長実感」に影響するか②初年次の「主体的学びへの転換」は3年次の「成長実感」に影響するか②

初年次での学びの転換
は、人間的成長としての対
人関係や、将来の事を深く
考える事に強く影響する

出典：ベネッセコーポレーション『大学生基礎力調査I・II、キャリア アプローチ』パネ
ルデータより作成
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主体性

「主体的学び」を引き出すためのポイント「主体的学び」を引き出すためのポイント

信頼
任せる

責任
を持たせ

る

協働
他者との関

係性

省察
徹底的に
振り返る

社会との
関連性

デシ（Deci）の内発的動機付け理論
① 自らの行動の起点が自分にあること（責任

と信頼）
② 自分の現在の能力でできそうという見通し

があること（体験に基づく自信）

参考文献：櫻井 茂男 『自ら学ぶ意欲の心理学』2009, 市川伸一『学ぶ意欲の心理
学』2001, 愛媛大学 山田剛史先生の発表資料より

外発的動機
他者との協働の中で育成される責任
感、リーダーシップ・フォロワーシップ、コ
ミュニケーション能力の養成

外発的動機
学びと実社会との関連性
体験に基づく失敗と挑戦
体験による気づき

内発的動機
自らの言動や他者との関
係性を客観視し、行動や思
考をモニタリングするメタ的
な思考力の育成
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企業から内定のとれる大学生とは：内定の有無と汎用的能力の関係①企業から内定のとれる大学生とは：内定の有無と汎用的能力の関係①

上段：内定有り n=1231
■身についている ■まあ身についている

下段：内定無し n=471
■身についている ■まあ身についている

就職活動をした全大学生 （Ｎ =1,702） における、内定の有無と各能力の自己評価との関係

出典：『社会で必要な能力と高校・大学時代の経験に関する調査』 2010
ベネッセ教育総合研究所
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4年間のカリキュラムの中で、「気づき」をどこに配置するかがポイント4年間のカリキュラムの中で、「気づき」をどこに配置するかがポイント

早期の気づきを重視した教育一般的大学教育

就活で、社会が求めてい
る事は何かを知る

4年次
ゼミ・卒論・卒研で実
際の学問の応用、探究
的な学びを身につける

3

1・２年次
教養や専門の
基礎を学ぶ

1

3年次

専門を学ぶ

2

座学の専門知識の重要性、
ゼミ・卒論・卒研につなが
る探究的な学びを4年かけ

て磨いてゆく

3

探究的・協働的学びと共
に、社会が要求している
事は何かをまず体感する

1

社会の要求に
スキルだけでなく専門知
識がなければ対応できな

いことに気づく

2

参考文献：Robert W. Pike Creative Training Techniques Handbook, 2003

社
会
と
の
つ
な
が
り
、

⼤
学
で
の
探
究
的
学
び

Theory

Experience

Awareness

T‐E‐A モデル E‐A‐T モデル

Experience

Awareness

Theory
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① 幅広い教養を有し、課題発見能力や課題解決能力の高い人材

「国際的にも通用する普遍的な教養を有し、リーダーシップが発揮できる人材が求められる」
「一定の基礎学力と知識に加えて、自ら課題を発見する『課題発見能力』や、『課題解決能力』を有した主体的な人材が求められる」
「人類が共有する『知』である教養を継承して、社会性や公益性を重視し、社会規範意識と倫理感、『人間愛』を兼ね備えた人材が求めら
れる」

「ある程度基礎学力はあっても、問題意識が足りない人が多いので、急速な変化にも対応出来る、機動性・柔軟性を持った人材が求められ
る」

「知識だけあっても考える力、課題解決能力が足りない人が多い」
「理工系の大学院修士課程修了者は、企業に入っても即戦力として通用しない中途半端な人材になっており、大学院教育の抜本的な見
直しが必要である」

② コミュニケーション能力の高い人材

「科学的に自己を認識する力に加えて、他者（個人、組織、社会）を理解し、組織の中で他者の立場になって考えることが出来る能力、他
者と連携・協調するコミュニケーション能力がこれから絶対必要」

「求めたいのはコミュニケーション力とリーダーシップ力」
「責任感と組織を牽引するリーダーシップが求められる」
「チャレンジ精神、使命感・社会人としてのモラル・倫理観、論理的思考が必 要」
「人間愛・人間の知などが大切」

③ 学習能力の高い人材

「グローバル化した知識基盤社会においては、各人が生涯に渡って学び続けることが不可欠であり、そのためには学ぶことやより良く生きるこ
と、自己成長への飽くなき欲求などを主体的に身につけて欲しい」

「学力よりも学習を継続する能力を身に付けることが重要である」
「採用で最も重視しているのは、『後伸びする力』」
「（採用にあたって）資格の有無は全く考慮していない」
「知識のレベルが高くても、実務で役に立たない人が沢山いる」

出典：平成２１年７月 社団法人関西経済同友会 大学改革委員会 提言
社会が求める大学の人材輩出戦略 ～ まずは学部教授会の改革から ～

産業界が求めるのは「主体的に課題を発見し、解決する力」を持った人材産業界が求めるのは「主体的に課題を発見し、解決する力」を持った人材
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企業から内定のとれる大学生とは：内定の有無と汎用的能力の関係②企業から内定のとれる大学生とは：内定の有無と汎用的能力の関係②

内定が取れる（＝就職⼒のある）⼤学⽣は、
① 相⼿の話を丁寧に聞くことができ、さらに⾃分の意⾒を持ち、それを明
確に相⼿に伝えることができる

② 課題が本当は何なのかを⾒極めることができ、解決に向けてきちんと⽬
標を⽴て計画し実践することができる

③ ⾼い倫理観を持ち、チームの中で主体的に⾃らの役割を考え⾃らを律し
て⾏動し、チームで成果を出すことができる

出典：『社会で必要な能力と高校・大学時代の経験に関する調査』 2010
ベネッセ教育総合研究所
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⽣徒募集のプロ
セスの中で、
・⾼校⽣
・保護者
・⾼校
に伝えるべき提
供価値は何か

⼊試による選抜
的⾼⼤接続と、
「教育的」⾼⼤
接続のありかた

⾼校
との
接続

正課
教育

出典：文科省 高等教育局の大学設置基準改訂の目的・内容の説明資料
より作成、一部ベネッセで改編

⾝
に
つ
け
る
べ
き
能
⼒
︵
Ｄ
Ｐ
︶
の
明
確
化
と

到
達
度
の
評
価

基礎的・汎⽤的能⼒の育成

⼊学前教育
リメディアル

・留学
・ピア・サポート
・サービスラーニング
・適性検査、⾃⼰分析
・カウンセリング
・インターンシップ
・ラーニング・ポートフォリオ

・進路・就職相談
・就職説明会・企業説明会

専⾨教育

就
業
⼒

︵
予
測
が
困
難
な
社
会
に
お
い
て
主
体
的
に
課
題

を
発
⾒
し
、
解
決
す
る
こ
と
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
⼒
︶

コミュニケーション能⼒
課題発⾒⼒
課題解決⼒

チームワーク
リーダーシップ
主体性
ストレス耐性

エンロールメン
トマネジメント

⼤学教育のすべてが広い意味でのキャリア（社会参画の⼒をつける）教育となる

最後に これからの大学に求められる姿は…最後に これからの大学に求められる姿は…

正課外
教育

狭義のキャリア教育
・就職対策講座（ビジネスマナー等）
・資格対策講座

探究的学修・アクティブラーニング

正課外活
動

（厚⽣補
導）

教
養
科
⽬

初
年
次
教
育
︵
学
び
の
転
換
・
気
づ
き
︶


